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巻頭
認知症　わたしたちにできること
レポート
広島県消防ポンプ操法競技大会に向けて
連載
防災最前線　９月 1日は「防災の日」！
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おおつかサマーフェスティバル2019（14ページに関連記事）

お知らせ
きたひろ学び塾　集落活性化の推進プログラム開催
お知らせ
台風期の農業被害を防止しましょう
お知らせ
クールシェア×クールビズで夏を乗り切ろう！
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　認知症は、脳の細胞が壊れたり、働きが悪くなるために起こる
脳の病気で、日常生活に支障が出ている状態です。
　しかし、その人らしさや感情がなくなってしまうわけではあり
ません。本人の気持ちに寄り添って接することが大切です。

　
「
も
し
も
、
親
や
身
近
な
人
、
あ
る

い
は
自
分
自
身
が
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」
そ
ん
な
不

安
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
の
人
へ
、
周
囲
の
人
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
宮
本
さ
ん
、
小
川
さ

ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

変
化
に
気
づ
き
、
早
期
発
見
・
治
療
を

　

ひ
と
く
ち
に
認
知
症
と
言
っ
て
も
、

そ
の
種
類
は
様
々
で
す
。
種
類
に
よ
っ

て
は
、
薬
な
ど
で
症
状
の
進
行
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
左
の
ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
か
か

り
つ
け
医
や
、
私
た
ち
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
、
役
場
保
健
課
な
ど
、
ま
ず

は
ご
自
身
の
相
談
し
や
す
い
と
こ
ろ
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
な
か
に
は
認
知
症
の
よ
う
な

症
状
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
原
因
が
脱

水
症
状
や
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
硬
膜
下

血
腫
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
変
化
に
気

づ
い
た
ら
、
早
期
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
接
す
る

　
認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
や
ご
近
所
、
行
政
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
医
療
従
事
者
な
ど
が
お

互
い
に
連
携
し
、
補
い
合
っ
て
、
本
人

が
望
む
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
の
人
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
支
援
の
第
一
歩
で
す
。

私
た
ち
も
サ
ロ
ン
の
出
前
講
座
や
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
通
じ

て
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
を
促
し

て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
そ
の
人
が

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
考

え
、
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
接
し
、
無

理
の
な
い
支
援
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

わたしたちにできること
９月 21日は世界アルツハイマーデーです

広島県北部・安芸
認知症疾患医療センター
小川 遥香さん

認知症
地域支援推進員
宮本 千代美さん

写真 /「誰でも」「気軽に」参加できる認知症ふれあいカフェ（サンクス１階食堂にて）
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こんにちは！北広島町地域包
ほうかつ

括支援センターです。

□ 今切ったばかりなのに、 電話の相手の名前を忘れる 
□ 同じことを何度も言う・問う・する 
□ しまい忘れ・置き忘れが増え、いつも探し物をしている 
□ 財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う
□ 料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
□ 新しいことが覚えられない
□ 話のつじつまが合わない
□ テレビ番組の内容が理解できなくなった 
□  約束の日時や場所を間違えるようになった 
□  慣れた道でも迷うことがある 
□  小さいことで怒りっぽくなった 
□  周囲の人への気遣いがなくなり頑固になった
□  自分の失敗を人のせいにする
□ 「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた
□  ひとりになると怖がったり寂しがったりする
□  外出時に持ち物を何度も確かめる 
□ 「頭が変になった」と本人が訴える
□  下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
□  趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった 
□  ふさぎ込んで何をするのも面倒がり、嫌がる

認知症 早期発見の目安

今
年
度
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
活
動
す
る
人
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
友
人
や
家
族
に
正
し
い

知
識
を
伝
え
る
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
う
努
め

る
、
隣
人
あ
る
い
は
町
で
働
く
人
と
し

て
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
な

ど
活
動
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。　

　

講
座
の
開
催
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
今
年
度
受
講
者
数
︼（
７
月
末
現
在
）

　
小
・
中
学
生　
76
人　
一
般　
37
人

　広島県では、世界アルツハイマーデーを
起点とした一週間を「オレンジリング週間」
として位置付けています。
　今年度は、本町で「オレンジリング・イ
ベント」（認知症講演会など）を開催します。
▶日時　９月 29 日（日）午後1時～3時30分
▶場所　千代田開発センター
▶内容
①基調講演
　「認知症の理解と地域連携　
　～妻の介護者となった医師が思うこと～」
　講　師　松

まつもと
本 一

いっしょう
生 氏

　医療法人圓生会 松本診療所
　（ものわすれクリニック）院長
②介護体験を語る
　報告者　堀

ほり
 操

みさお
氏

　認知症の人と家族の会　広島県支部会員
③取り組み紹介
　「地域における認知症に関するサポート体制
　について～千代田病院の取り組みを中心に～」
　発表者　瀬

せ が わ
川 昌

まさひろ
弘 氏

　医療法人社団せがわ会　千代田病院副院長
▶参加費　無料（※申し込みは不要）　
　認知症に関する個別相談会を同時開催し
ます。参加を希望する方は９月 19 日（木）
までにお申し込みください。
問・申　認知症の人と家族の会 広島県支部
　　　　　　☎０８２－２５４－２７４０

世界アルツハイマーデー
記念講演会 in北広島町

認
知
症
相
談
窓
口

広
島
県
北
部
・
安
芸

　
　

  

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  ︵
千
代
田
病
院
内
︶

　
相
談
員　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
　
☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
８
２
６
２

認
知
症
電
話
相
談

　
相
談
員　

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
会
員

　
受
付　
　
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
　
☎
０
８
２
‐
５
５
３
‐
５
３
５
３

　
相
談
員　
社
会
福
祉
士

　
受
付　
　
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
　
☎
０
８
２
‐
５
６
９
‐
６
５
０
１

広
島
県
若
年
性
認
知
症

　
　
　
　
　
　

 

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　
相
談
員　
若
年
性
認
知
症
支
援

　
　
　
　
　
　

  

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
受
付　
　
月
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　

   

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
☎
０
８
２
‐
２
９
８
‐
１
０
３
４

世界アルツハイマーデー

問保健課 地域介護係　IP ☎０５０－５８１２－１８５３

　上のチェックリストは「認知症の人と家族の会」がまとめた
ものです。該当するものがあれば、専門家に相談を。
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消防魂
燃えよ！

広島県消防ポンプ操法競技大会に向けて

　
「
何
を
し
よ
る
ん
じ
ゃ
！
早は
よ

う
動

け
ぇ
や
！
」
厳
し
い
声
が
蒸
し
暑
い
夜

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
す
。

　

９
月
７
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
、

広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に

向
け
、
北
広
島
町
消
防
団
代
表
選
手
が

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
消
防
技
術
の
習
得
・

士
気
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、
北
広
島
町
消
防
団
は
、
山
県
郡
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
今
年
は
「
ポ

ン
プ
車
操
法
」
競
技
で
、
県
下
13
チ
ー

ム
で
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
す
。

　
競
技
は
、
全
体
の
指
揮
を
行
う
指
揮

者
、
消
防
資
機
材
の
操
作
を
担
う
１
～

４
番
員
で
行
い
、
待
機
・
整
列
か
ら
終

了
報
告
・
解
散
ま
で
の
操
作
要
領
、
行

動
・
動
作
全
般
と
放
水
ま
で
の
所
要
時

間
で
審
査
。

　
北
広
島
町
消
防
団
で
は
、
代
表
選
手

13
名
と
訓
練
指
導
員
、
各
地
域
か
ら
の

応
援
の
消
防
団
員
で
、
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
半
年
間
に
わ
た
り
、
お
よ
そ
50

回
（
７
月
か
ら
は
週
３
回
）
に
も
及
ぶ

訓
練
を
行
い
大
会
へ
備
え
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
体
力
づ
く
り
の
ほ
か
、

実
際
の
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
て
の
放
水

訓
練
や
、
行
動
・
動
作
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
訓
練
指
導
員
が
代

表
選
手
の
動
き
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
。
よ
い
緊
張
感
の

な
か
で
、
き
び
き
び
と
訓
練
を
す
る
代

表
選
手
た
ち
の
姿
は
頼
も
し
く
、
大
会

で
の
好
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

指揮者（写真右）と放水を行う 1・２番員、
とび口を構える３番員。４番員は後方でポ
ンプ車の操作を行う

訓練終了後のミーティング。代表選手のま
なざしは真剣そのもので、大会に懸ける思
いが伝わってきた。指導にも熱が入る

　
ポ
ン
プ
車
操
法
競
技
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
命
で
す
。
４
月
の
練
習
が
始
ま
っ

た
時
に
は
、
初
対
面
の
人
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
、
同

じ
番
員
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
う

な
ど
、
互
い
を
高
め
合
う
よ
い
チ
ー
ム

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、「
早
く
・
正
確
に
」
操

作
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
平
成
29
年
の

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
成
績
（
県
３
位
）

を
上
回
れ
る
よ
う
、
代
表
選
手
一
丸
と

な
っ
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
熱
心
に
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
く

だ
さ
る
訓
練
指
導
員
、
訓
練
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
だ
さ
る
消
防
団
員
、
そ
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
山
県
郡
の

代
表
と
し
て
よ
い
結
果
で
報
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広島県消防ポンプ操法競技大会
田
た な か

中 彰
あきら

 選手（第 10 分団）

７月 17 日（水）大朝中学校グラウンドでの訓練の様子 問危機管理課　IP ☎０５０－５８１２－１８１９
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

 

平
成
31
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
﹁
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
﹂

９
月
９
日
は
﹁
救
急
の
日
﹂

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
あ
な
た
や
大
切
な
人
を
守
る
の
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
で
す
。
だ
れ
で
も
「
つ
い
う
っ
か
り
…
」
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
が

一
に
備
え
、
ま
だ
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

て
い
な
い
家
庭
は
必
ず
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
設
置
か
ら
10
年

を
経
過
し
た
も
の
は
、
電

子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
火
災
を
感

知
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
★
奏
功
事
例
★

　
ガ
ス
こ
ん
ろ
に
天
ぷ
ら
鍋
を
か
け
、
調
理
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。
訪
れ
た
知
人
と
話
し

込
み
、
忘
れ
て
い
た
天
ぷ
ら
鍋
か
ら
出
火
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
た
た
め
、
火
災
に
気

が
つ
き
、
自
宅
の
消
火
器
で
消
火
を
行
い
ま
し
た
。

　
火
災
に
早
く
気
づ
く
こ
と
で
、
大
事
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
大
正
12
年
９
月
１
日
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
首
都

圏
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

こ
の
日
を
「
防
災
の
日
」
と
定
め
、
国
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
各
地
で
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
出
火

防
止
や
避
難
な
ど
の
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
町
や
消
防
署

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
防
災
の
た
め
の
講
習
会
や
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
、
各
地
域
や
事
業
所
で
の
防
災
体
制
を
確
立
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
家
庭
内
で
安
否
確
認
の
方
法
を
決
め

て
お
く
な
ど
、備
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

9月1日は「防災の日」‼

「身の回りの備え」ここからチェック‼
Check１Check2Check3 家具の置き方避難場所・経路食糧・水の備蓄

非常持ち出し袋
□家具は固定していま
　すか？
□寝室や子供部屋の家
　具は減らしましょう。
□部屋の出入り口付近
　に家具を置くのは控
　えましょう。

□避難場所はどこか　
　知っていますか？
□避難場所までどの道
　が通れそうですか？
□近所の人たちとも避
　難時の行動について
　話し合いましょう。

□３日分の飲料水
□３日分の非常食
□貴重品
□常備薬
□ラジオ、電池など
□衣類
□ヘルメット、軍手など
□生理用品

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

災
害
時
に
困
ら
な
い
よ
う
、
身
の

回
り
の
「
備
え
」
が
大
丈
夫
か
ど
う

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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平
成
30
年
度 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度

 

寄
附
状
況

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
尊
い
寄
附
金
は
、
寄
附
の
趣
旨

に
沿
っ
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

【使途希望内訳】
　自然の保全に関する事業
      生物多様性の保全と活用 351 万 5 千円　　（　73 件）
      湖沼・河川の適切な管理 77 万 5 千円　　（　19 件）
      森林の適正な管理 88 万円　　（　30 件）
　伝統文化の継承に関する事業
      歴史・文化遺産の保存と活用 27 万５千円　　（　11 件）
      文化施設の整備 ７万円　　（　 2 件）
      伝統行事・郷土芸能の保存と活用 45 万２千円　　（　23 件）
　教育の振興に関する事業
      学校施設の整備 338 万５千円　　（　82 件）
      生涯学習の推進 63 万円　　（　13 件）
      ふるさと教育の推進 45 万５千円　　（　22 件）
　その他
      定住促進事業の推進 24 万円　　（　  4 件）
      協働によるまちづくり（芸北地域） 37 万円　　（　  9 件）
      協働によるまちづくり（大朝地域） ７万円　　（　  5 件）
　   協働によるまちづくり（千代田地域） 18 万円　　（　  6 件）
      協働によるまちづくり（豊平地域） 53 万円　　（　11 件）
      事業の指定なし 719 万３千円　　（ 151 件）

【寄附者一覧】　＊順不同

【平成30年度　寄附状況】

　寄附件数　457 件     寄附額　1,902 万円

※ １回の寄附で複数の使途を指定された方がいるため、寄附件数と使途希望内訳の合
計件数は一致していません。

問企画課 定住推進係　IP ☎０５０－５８１２－１８５６

※  同年度に複数回の寄附をされた方がいるため、寄附件数と人数は一致していません。

１万円寄附者 隅　岡　和　史　様 山　岡　修　一　様 棚　谷　耕　治　様 ８万円寄附者
石　中　好　雄　様 清　見　宣　正　様 山　﨑　真　司　様 反　田　豊　昭　様 岡　田　民　男　様
泉　　　洋　輔　様 垰　田　勝　司　様 山　城　美　和　様 山　田　啓　作　様 10 万円寄附者
板　倉　寿恵美　様 田　坂　正　明　様 山　田　正　彦　様 永　井　俊　介　様 末　本　朱　美　様
上　本　美代子　様 田　高　和　子　様 寄　実　富美枝　様 ４万円寄附者 奥　村　吉　男　様
潮　田　光　政　様 谷　川　佳　万　様 沖　野　達　也　様 金　森　重　樹　様 山　坂　哲　郎　様
岡　本　良　秀　様 田　村　裕　子　様 上　野　晃　一　様 ５万円寄附者 山　縣　文　治　様
金　子　峯　雄　様 仲　野　泰　二　様 清　水　和　義　様 大　杉　宏　治　様 小　池　武　史　様
川　上　克　己　様 西　岡　克　典　様 竹　下　さちこ　様 工　藤　和　美　様 竹　中　和　広　様
河　島　岳　志　様 沼　田　敏　明　様 藤　井　　　昇　様 塚　井　直　樹　様 20 万円寄附者
清　益　　　実　様 久　川　伸　介　様 福　田　保　雄　様 堤　　　幸　二　様 大　井　美恵子　様
國　本　美　幸　様 深　井　美　紀　様 林　　　鮎　美　様 山　崎　貴　士　様 21 万円寄附者
栗　栖　千賀子　様 福　原　康　之　様 ２万円寄附者 河　野　幹　章　様 任　　　百合子　様
小　磯　一　成　様 別　府　守　雄　様 岩　田　公　正　様 原　田　寛　司　様 26 万円寄附者
髙　槻　雄　志　様 松　島　尚　志　様 藤　正　洋　吾　様 上　田　健　治　様 石　橋　三千男　様
河　野　通　之　様 丸　本　江里子　様 ３万円寄附者 前　田　　　匠　様 匿名希望の方 342名
佐々木　昭　典　様 水　本　幸　二　様 今　井　豊　喜　様 大　槻　直　瑞　様 1,629 万円
佐々見　寅　吉　様 三　田　義　之　様 小　澤　昌　一　様 湯　浅　　　實　様 計
謝　花　秀　幸　様 森　近　泰　典　様 清　水　英　男　様 福　地　り　な　様 1,902 万円
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集落活性化の推進プログラム開催!プログラム開催
（ 地 域 リ ー ダ ー の 育 成 ）

!
　「集落を活性化したい！」「地域での支え合いを深めたい！」「事業をおこして町を元気にしたい！」
実現したいことは人それぞれ、みなさんの思いを実現しませんか。全力で応援します！
　プログラムの参加を希望される方は、企画課へ事前の申し込みをしてください。

年 内容 日時 場所 申込期限

令
和
元
年

令和時代を生き抜くために必要な
地域づくりとは？

９月８日（日）
午後１時 30 分～４時 役場本庁 8 月 30 日（金）

漫画・アニメに学ぶ真のリーダー
のあるべき姿とは？

11 月 10 日（日）
午後１時 30 分～４時 芸北支所 11 月 1 日（金）

令和時代に希望をもたらすイノベ
ーションとは？

12 月 15 日（日）
午後１時 30 分～４時 豊平ふれあい健康館 12 月 6 日（金）

令
和
２
年

地域における自分の役割を明確に
しよう！

２月９日（日）
午後１時 30 分～４時 大朝保健センター 1 月 31 日（金）

自分のミッションを支援する仲間
とチームを作ろう！

３月８日（日）
午後１時 30 分～４時 役場本庁 2 月 28 日（金）

■プログラムの開催予定

（株）バリュー・クリエーション・サービス
代表取締役　バリュー・クリエーター

佐
さ と う

藤 真
しんいち

一 氏
リクルート出身。
（一社）地域ブランディング協会理事
や（株）リクルートライフスタイル�
じゃらんリサーチセンター�アソシエ
イションスタッフとして活躍。
地域の人材育成、地域ブランディン
グなど、30 道府県以上で地域活性
事業を手掛けている。

講師・ファシリテーター

₁出入りは自由
　いつでも自由に出入り可能
₂なりたい姿は自分で決める
　自分サイズの戦略を駆使し、自分なりのリーダーへ
₃対話重視
　対話を重視し、内容は参加者の意向などによって変化
₄「誰かがやる」ではなくみんなでやる
　地域内外問わず、仲間をつくり自ら行動
₅発想を変える
　できないと決めつけない。「やってみよう」を生む
　いきいき元気な地域づくりを楽しく学ぼう。将来のありたい姿を描き、
地域での役割を見つけ、自分サイズの戦略で地域を元気にしていこう！

プ ロ グ ラ ム の ル ー ル

問企画課　IP ☎０５０－５８１２－１８５６

教えてください。あなたの「こころの風景」のこと。

《応募内容》 次の内容を明記の上、ご応募ください。
①住所 ②お名前 ③電話番号
④性別 ⑤年齢 ⑥思い出の場所・風景
⑦場所にまつわるエピソード
※エピソードをお寄せいただく地域は、日本国内に限らせていただきます。

忘れられない景色、大切な人との出会いの場所、音や香りの記憶がよみがえる情景、
いま癒やされているスポットなど。エピソードを添えてお送りください。

《応募方法》
番組ホームページから  http://nhk.ip/kokorotabi
ファックスで  　　　　03- 3465- 1327
ハガキ・封書で　　　 〒150-8001 NHK「こころ旅」係

放送予定日

9月23日（月）

12月27日（金）
NHK BS プレミアム
問い合わせ　

NHKふれあいセンター
0570-066-066

2019 秋の旅
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健　
康
　
信
通

第173回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

９
月
24
日
か
ら
30
日
は

　
　
　
　

 
結
核
予
防
週
間
で
す

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
発
症
す

る
重
大
な
感
染
症
で
す
。
全
国
で
、
毎

年
新
た
に
約
１
万
7
千
人
の
患
者
が
発

生
し
、
約
２
千
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
結
核

平
成
29
年
度
の
結
核
の
新
規
登
録
患

者
は
、
約
６
割
が
70
歳
以
上
の
高
齢
者

で
し
た
。
ま
た
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
結
核
を
発
症
す
る
危
険
性
が
そ
の

ほ
か
の
年
代
の
人
に
比
べ
て
約
５
倍
高

く
な
り
ま
す
。

結
核
を
発
症
し
て
も
、
初
期
は
ほ
と

ん
ど
症
状
（
微
熱
、
体
の
だ
る
さ
、
長

引
く
咳せ
き
や
た
ん
な
ど
）
が
現
れ
ず
、
特

に
高
齢
者
で
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
核
が
進
行
す
る
と
、
咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
に
よ
っ
て
、
空
気
中
に
結
核
菌

が
飛
び
散
り
ま
す
。
そ
の
結
核
菌
を
吸

い
こ
む
こ
と
に
よ
り
、
周
り
の
人
に
感

染
が
広
が
り
ま
す
。

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 58 会場で
実施中です。参加者の声を紹介します。

結
核
の
治
療

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
６
～
９
か

月
の
間
、
医
師
の
指
示
ど
お
り
毎
日
き

ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
症
状

が
消
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
治
療
の
途

中
で
服
薬
を
や
め
て
し
ま
う
と
完
全
に

治
り
き
ら
ず
、
菌
が
抵
抗
力
を
つ
け
薬

が
効
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
を
確
実
に
す
る
た
め
医
師
の
指

示
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
が
大
切

結
核
を
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
重

症
化
を
防
ぎ
、
周
囲
の
人
へ
の
感
染
の

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□�

年
に
１
回
は
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
町
が
実
施
す
る

健
診
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□�

咳
や
た
ん
が
２
週
間
以
上
続
く
、
微

熱
や
体
の
だ
る
さ
が
続
く
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

□�

子
ど
も
の
結
核
予
防
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
が
有
効
で
す
。
１
歳
に
な
る
ま
で

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ト
ッ
プ
糖
尿
病
⑤
】　

　
今
回
は
、
太
り
に
く
い
食
べ
方
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

過
去
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
で
、

「
食
べ
る
の
が
は
や
い
」と
回
答
し
た
人
は
、

「
肥
満
体
型
の
割
合
が
高
い
」
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
様
々
な
研
究
調
査
で
も

同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
早
食
い
は

太
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
よ
く
噛か

ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ

る
こ
と
が
太
り
に
く
い
食
べ
方
で
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

　
①�

脳
の
満
腹
中
枢
が
活
発
化
し
、
食
べ

過
ぎ
を
抑
え
る

　
②�

酸
素
消
費
量
が
上
昇
し
、
全
身
の
新

陳
代
謝
が
進
む

　
③�

脳
内
物
質
が
働
き
、
内
臓
脂
肪
の
分

解
を
進
め
る

早
食
い
を
や
め
る
た
め
の
小
さ
な
工
夫

　
①
野
菜
か
ら
先
に
食
べ
る

　
②
食
材
を
大
き
め
に
切
る

　
③
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
を
食
べ
る

　
④
飲
み
物
で
流
し
込
ま
な
い

自
分
で
何
か
一
つ
で
も
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
元
気
ク
ラ
ブ
は
、
80
歳

代
の
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
90

歳
以
上
の
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
約

半
数
は
一
人
暮
ら
し
で
す
。
昔
か
ら

の
顔
な
じ
み
も
多
く
、
気
兼
ね
な
く

話
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
こ
こ

な
ら
来
る
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

体
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
、
体
が

ど
ん
ど
ん
衰
え
て
い
く
の
を
感
じ
ま

す
。
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
足
腰
が
元
気
で
な
い
と

な
り
ま
せ
ん
。　

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
皆
で
元
気
ク
ラ
ブ
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長笹元気クラブ
（毎週火・木曜日）午前９時 30 分～ 11 時
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台
風
が
接
近
す
る
と
、
強
風
や
大
雨

に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
台
風
が
接
近
す
る
前
に
、

農
業
用
施
設
や
ほ
場
周
辺
を
点
検
し
、

飛
散
し
そ
う
な
資
材
は
屋
内
に
入
れ

る
、
排
水
路
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
台
風
通
過
後
の
ほ
場
の
見
回

り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
雨
や
強
風
が

や
ん
で
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

水
稲

事
前
対
策

●�

事
前
に
排
水
路
の
つ
ま
り
な
ど
の
点

検
・
補
修
を
行
い
、
冠
水
時
の
速
や

か
な
排
水
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●�

畦け
い
は
ん畔
な
ど
の
刈
草
を
用
水
路
な
ど
に

流
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

暴
風
は
植
物
体
表
面
か
ら
大
量
の
水

分
を
奪
う
の
で
、
ほ
場
は
湛た
ん
す
い水
状
態

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

事
後
対
策

●�

冠
水
し
た
ほ
場
は
で
き
る
だ
け
早
く

排
水
し
ま
し
ょ
う
。

 

野
菜
な
ど

事
前
対
策

●�

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
天
窓
、
側
窓
、

出
入
口
な
ど
は
強
風
で
開
か
な
い
よ

う
密
閉
し
、
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
被

覆
ビ
ニ
ー
ル
の
押
さ
え
金
具
、
バ
ン

ド
の
締
め
直
し
、
バ
ン
ド
固
定
パ
イ

プ
の
補
強
、
ビ
ニ
ー
ル
の
た
る
み
や

破
れ
を
補
修
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

防
風
ネ
ッ
ト
は
し
っ
か
り
と
固
定
補

強
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ほ
場
周
辺
の
排
水
路
を
掃
除
し
て
大

雨
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

事
後
対
策

●�

風
が
弱
ま
っ
た
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
の
換
気
を
行
い
、
骨
組
の
変
形
や

緩
み
、
フ
ィ
ル
ム
の
破
れ
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
。

●�

台
風
通
過
後
は
病
害
虫
が
発
生
し
や

す
い
た
め
、
排
水
対
策
や
病
害
虫
防

除
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課 

農
業
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

　
毎
年
、
全
国
で
約
３
０
０
件
の
農
作

業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
町
内

で
も
救
急
搬
送
を
伴
う
農
作
業
事
故
は

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
項
目
を

参
考
に
安
全
な
作
業
実
施
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

農
作
業
者
自
身
の「
注
意
」の
必
要
性

　
農
作
業
の
安
全
確
保
で
最
も
大
切
な

の
は
、
作
業
者
自
身
の
注
意
で
す
。
作

業
の
慣
れ
や
疲
労
な
ど
で
注
意
力
が
低

下
し
た
時
に
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

農
業
機
械
作
業
時
の
注
意
点

●�

農
作
業
死
亡
事
故
の
約
７
割
が
農
業

機
械
作
業
中
に
発
生
し
た
も
の
で

す
。
機
械
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読

ん
で
、
機
械
の
特
性
を
知
り
、
正
し

い
技
術
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

●�
作
業
中
に
「
つ
ま
り
」
や
「
ひ
っ
か

か
り
」
が
生
じ
て
可
動
部
を
触
る
と

き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

●�

作
業
は
体
に
ピ
ッ
タ
リ
あ
っ
た
服
装

で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
作
業
に

農
作
業
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

よ
っ
て
は
防
護
メ
ガ
ネ
、
手
袋
な
ど

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●�

作
業
開
始
後
２
時
間
経
過
し
た
頃
か

ら
の
事
故
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
疲
労
や
焦
り
は
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

●�

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
死
亡
事
故
の
主

な
原
因
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
や
、

転
落
に
よ
る
下
敷
き
で
す
。
万
が
一

の
身
を
守
る
手
段
と
し
て
、
安
全
フ

レ
ー
ム
の
装
着
な
ど
が
有
効
で
す
。

高
齢
者
作
業
時
の
注
意
点

●�

気
持
ち
は
若
く
て
も
体
が
い
う
こ
と

を
利
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
無
理
の
な
い
作
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

夏
期
作
業
時
の
注
意
点

●�

近
年
の
気
温
上
昇
に
伴
い
熱
中
症
が

増
え
て
い
ま
す
。
の
ど
が
渇
い
て
い

な
く
て
も
、
必
ず
水
分
と
塩
分
を
補

給
し
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
な
が

ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課 

農
業
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

台
風
期
の
農
業
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
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 発掘調査速報展を戦国の庭歴史館で開催中！

伝 吉川興経 首塚を掘る！

　毛
も う り

利 元
もとなり

就の次男、元
もとはる

春は吉川家の養子として天
てんぶん

文19年（1550年）
２月、日

ひのやま

山城に入城します。この養子縁組によって廃
はいちゃく

嫡された先代
当主興

おきつね
経は、幽閉先の毛利領布川（現広島市安佐北区上深川）で同

年９月、毛利の手により謀殺されます。
　その興経の首塚と伝承される中山の常

じょうせんじ
仙寺跡（史跡吉川氏城館跡

９遺跡の一つ）の墓所が、昨年２月、降雪により崩れました。この
ため、11 月から修復工事と、これに先立つ発掘調査を行いました。
　戦国武将の墓の調査は珍しく、今後注目を集めそうです。果たし
て、伝承の真偽やいかに…。答えは戦国の庭歴史館にあり！

問教育委員会 生涯学習課 文化振興係　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

11/４（月）
まで

掘り進めると大きな一枚岩が…。この下に何が？墓上に立つモミノキが倒れ、墓を壊した

修復が終わった興経の墓。
その形態から積石墓という。
常仙寺跡の墓所は常時見学可能

　平成 30 年度まで保存修理工事を行っていた
樽
たるとこ

床民家を一般公開しています。
　平成 23 年の豪雪によって半壊状態となった
民家を、移築前の姿に近い状態で復元するため
に、可能な限り町内で集めた古材を使用し、昔
ながらの工法で修復しています。
　屋根の茅には、芸北中学校の「芸北茅プロジ
ェクト」で集めた茅が一部使用されるなど、地
元の協力も得て復元しました。

復元した樽床民家を一般公開

　樽床民家最大の特徴は、「中
ちゅうもんづく

門造り」と呼ば
れる建築です。牛や馬の飼育小屋である「ダヤ」
と、居住空間である「主

お も や

屋」を合体させること
で、冬の厳しい寒さから家畜を守ることができ
ます。同様の建築は東北地方の日本海側にもみ
られ、樽床地域が古くからいかに雪深い場所で
あったのかを物語っています。
　こうした昔の生活がよく分かることから、樽
床民家は隣接する芸北民俗博物館収蔵の民具と
あわせて、国の重要有形民俗文化財に指定され
ています。
　厳しい環境に適応したこの地域の暮らしを、
建物と道具から感じてみてください。
▶場所　　　北広島町西八幡原 10870-4
▶開館時間　毎週金・土・日曜日（祝日は開館）
　　　　　　午前 10 時～午後４時

問教育委員会 生涯学習課 文化振興係　IP ☎０５０－５８１２－１８６４
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計量法により、商店、工場、病院、薬局、宅配便取扱店などで「はかり」を取引、または証明に
使用している場合は、必ず定期検査を受けてください。

検査を受けないで「はかり」を業務に使用すると、計量法違反で処罰されることがあります。
ただし、県に届け出をしている計量士による検査を受け、その旨を広島県に届け出た「はかり」

については、この検査が免除されます。

検査日時 検査会場
９月　5日（木）

午前 11時～
午後２時 30分

役場芸北支所
９月　6日（金） 北広島町図書館
９月　9日（月） 役場大朝支所
９月 10日（火） 広島市農協久保角支店
９月 11日（水） 役場豊平支所
９月 12日（木） 役場本庁
※�はかりの汚れをよく落とし、指針などが振れないようにして持って来て

ください。
※�ひょう量が１t 以上のはかりは上の表の検査場所で検査が行えませんの

で、（一社）広島県計量協会に連絡をしてください。
※�検査手数料については商工観光課へお問い合わせください。

検査日時・会場

問商工観光課 商工振興係　IP ☎０５０－５８１２－８０８０

計量器（はかり）定期検査の実施

町内の産業を知ろう！

北広島町産業フェア2019 ＆ 発見！きたひろJOB FESTAを開催！

問商工観光課 商工振興係　IP ☎０５０－５８１２－８０８０

北広島町産業フェア 2019
日時　10 月 6 日（日）午前 10 時～午後３時
会場　道の駅舞ロード IC 千代田
内容　町内の企業や個人事業者による製品など
　　　の展示 PR ブース、飲食ブース、体験コ
　　　ーナー、ステージイベント、餅まきなど
※道の駅舞ロード IC 千代田６周年記念イベントと同時開催

発見！きたひろ JOB FESTA
日時　10 月 26 日（土）午前 10 時～午後３時
会場　千代田高校
内容　町内の企業や事業者が学校内に出展し、
　　　展示・実験・体験・映像などを通じて、
　　　情報発信を行います。

写真 / 北広島町産業フェア 2016

きたひろファミリーフェスタ 2019
日時　10 月 6 日（日）午前 10 時～午後零時 30 分
会場　千代田地域づくりセンター　　　　
内容　「遊びは学び」をテーマに、子育て世代
　　　が講師の体験ブースやリラックス空間、
　　　遊びの広場、防災ワークショップなど
問教育委員会 生涯学習課
　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

産業フェアと同日開催！
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北広島町はクールチョイスに賛同しています。

問町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

施 設 名 問 い 合 わ せ
北広島町図書館 IP ☎ 3775

北広島町図書館�芸北分館 IP ☎ 2070

北広島町図書館�千代田分館 IP ☎ 2249

北広島町図書館�豊平分館 IP ☎ 4020

道の駅�舞ロード IC千代田 IP ☎ 1171

芸北民俗芸能保存伝承館 IP ☎ 5088

大朝地域づくりセンター IP ☎ 3025

クールシェアは、１人あたりのエアコンの使
い方を見直し、涼を分かち合う取り組みです。

声をかけあって集まれば、暑さを忘れて楽し
い時間を過ごしながら、使うエアコンの数を減
らすことができます。
・自宅でクールシェア
・ご近所で集まってクールシェア
・自然の木陰や水辺でクールシェア
・公共施設や商業施設でクールシェア

　クールビズは、地球温暖化対策の一環として、
平成 17 年から国が提唱しています。
　これは、冷房時の室温 28℃を目安に夏を快
適に過ごすライフスタイルのことです。
　室温の適正化と、その温度に適した軽装や取
り組み（省エネ型エアコンへの買い換え、西日
よけのブラインド・植物による緑のカーテンの
設置）など気軽にできるアクションから始めて
みましょう。

夏の日中（午後２時ごろ）の消費電力

（在宅世帯平均　資源エネルギー庁の推計）

■クールシェア取り組み施設

　冷房時の外気温や湿度、建物の状況、体調な
どを考慮しながら、無理のない・冷やし過ぎな
い室温管理をお願いします。
　エアコンを消して涼しいところに出かけてみ
ましょう。

エアコン
58％冷蔵庫

17％

テレビ 5％
照明 6％

その他
14％

環境省 COOL CHOICE
MOE 萌えキャラクター

君野ミライ

　ールビズ×　ールシェアで

   を乗り切ろう！
ク ク
夏
　夏の節電において最も重要なことは、エアコンを上手に使うこと
です。夏の暑い日には、一般家庭の電力使用量の約６割をエアコン
が占めています。
　クールビズからさらに一歩踏み込んで、エアコンの使い方を見直
し、家族や地域で楽しみながら節電に取り組んでみませんか。
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問福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

障がいを知り、共に生きる

問 福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

広島県立身体障害者更生相談所による相談（判定）会　
　義肢や装具、車椅子などの補装具費の支給申請に必要な相談（判定）会が開催されます。希望者は
事前の予約が必要です。
　日　時　　10 月 31 日（木）午前 10 時受付　午前 10 時 30 分開始
　会　場　　北広島町役場本庁　２階会議室　　
　対象者　　身体障害者手帳をお持ちで肢体不自由の障がいがある方
　申込先　　福祉課または各支所住民係
　締　切　　10 月 16 日（水）

社会教育委員は、教育委員会から委嘱する非常勤特別職の地方公務員です。この制度は、社会教
育法に定められており、社会教育行政に地域の意見などを反映させることが目的です。主な職務は、
社会教育に関する諸計画の立案、教育委員会の諮問に対して意見を述べること、地域の課題解決な
どに必要な調査研究などです。本町では、次の 18 人へ委嘱しています。

種　別 氏　名

学校教育団体 尾
お

　崎
ざき

　一
かず

　志
し

（高校）
藤
ふじ

　田
た

　典
のり

　生
お

（中学校）
板
いた

　倉
くら

　寿
す え み

恵美
（小学校）

社会教育団体
山
やま

　本
もと

　　　幸
みゆき

（女性会）
小
お

　田
だ

　壮
そう

　二
じ

（体育協会）
齋
さい

　藤
とう

　栄
えい

　一
いち

 
( ＰＴＡ連合会 )

勘
かん

　坂
ざか

　征
ゆき

　和
かず

( 文化団体連合会 )
宮
みや

　本
もと

　新
しん

　八
ぱち

（青少年育成推進協議会 )

学識経験者

山
やま

　形
がた

　しのぶ
（議会）

市
いち

　場
ば

　義
よし

　行
ゆき

（民生委員児童委員協議会）

久
く も だ に

茂谷　美
み ほ ゆ き

保之
（芸北地域推薦）

冠
かんむり

　　　由
ゆ き こ

紀子
（芸北地域推薦）

石
いし

　橋
ばし

　雅
まさ

　彦
ひこ

（大朝地域推薦）

和
わ

　田
だ

　鮎
あゆ

　美
み

（大朝地域推薦）
増
ます

　田
だ

　恵
けい

　二
じ

（千代田地域推薦）
細
ほそ

　部
べ

　俊
とし

　彦
ひこ

（千代田地域推薦）

入
いり

　澤
さわ

　良
よし

　枝
え

（豊平地域推薦）
山
やま

　崎
さき

　秋
あき

　男
お

（豊平地域推薦）

北広島町社会教育委員の委嘱

社会教育の推進に尽力
広島県社会教育委員連絡協議会表彰　

　7月4日（木）、町長室で広島県社会教育委員連
絡協議会表彰の伝達を行いました。
　今回は、宮

みやもと
本 新

しんぱち
八さん、増

ま す だ
田 恵

け い じ
二さん、白

しらまさ
砂 

俊
としろう

郎さんの３名が受賞されました。
　長年にわたり、社会教育の推進にご尽力いただ
きありがとうございます。

写真 / 左から池田教育長、増田さん、白砂さん、宮本さん、箕野町長

議
長

問 教育委員会 生涯学習課 ふるさと夢プロジェクト係　IP ☎０５０－５８１２－１８６４
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新庄中学校３年生が八幡湿原でフィールドワーク
八幡湿原と生物多様性の研究
　7 月 12 日（金）、新庄中学校３年生の生徒
55 人が、八幡湿原でフィールドワークを行い、
生物多様性について研究を進めました。
　同校では９年前から、課題解決力を身に着け
るため、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）
に取り組んでいます。
　今後は、この日気づいた課題と対応する提案
をレポートをまとめ、研究を深めていきます。

写真 / トレッキングガイドの話を聞きながら木道を歩く生徒たち

2020東京オリンピックホストタウン事業
(株)明治による食育セミナーを開催！
　7 月 18 日（木）、千代田地域づくりセンタ
ーで 2020 東京オリンピックのゴールドパート
ナー企業である㈱明治による食育セミナーを開
催しました。
　同社所属で管理栄養士の大

おおもり
森 成

せ い こ
子さんが、

「カラダは食べたものからできている」という
テーマで、カルシウムとたんぱく質の話を中心
に講演。バランスのとれた食生活で健康な生活
をおくるための知識を学びました。

写真 /45 人の参加者と講師の大森さん（前列左から４人目）

田んぼのなかのソフトバレー大会
おおつかサマーフェスティバル2019開催！
　7 月 14 日（日）、大塚ふれあいセンター近
くの休耕田で、「おおつかサマーフェスティバル
2019」が行われました。
　この大会は、平成８年のひろしま国体において、
大朝地域でソフトバレーボール競技を行ったこと
をきっかけに、その翌年から大塚あべまき会が開
催しています。18 チーム 120 人の選手は、前日の
雨でぬかるんだコートで、泥だらけになりながら、
楽しそうにボールを追いかけました。

写真 / ボールを追いかける出場チーム

ＪＡ千代田支店３階ホールを災害時の避難所に
ＪＡ広島北部と協定を締結
　７月２日（火）、ＪＡ広島北部小

お だ
田 良

よしのり
則組合

長が町長室を訪れ、「災害時における避難所な
ど施設利用に関する協定」調印式を行いました。
　この協定は、同 JA が地域貢献の一環として
申し出たもので、町の指定避難所での対応が難
しくなった場合、千代田支店３階ホールを無償
で提供し、最大 110 名を受け入れます。
　また、今後食料や飲料水を備蓄する予定です。

写真 / 協定書へ調印し、握手を交わす小田組合長（写真左）と
　　　箕野町長（写真右）
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
文

末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
か
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

医
師
・
看
護
師
育
成
奨
学
生
募
集

　
将
来
、
医
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師

と
し
て
、
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤

務
し
よ
う
と
さ
れ
る
方
へ
、
修
学
な
ど

に
必
要
な
資
金（
奨
学
金
）を
お
貸
し

し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

が
、
貸
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
医
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師
と
し
て

　
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
へ
勤
務
す
る

　
意
思
の
あ
る
方

□
学
業
ま
た
は
臨
床
研
修
の
成
績
が
優

　
良
で
、
心
身
と
も
に
健
全
な
方

□
北
広
島
町
修
学
奨
学
金
貸
与
条
例
に

　
基
づ
く
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

※
北
広
島
町
内
に
住
所
が
あ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

貸
付
金
額
・
期
間（
上
限
）

　
医
学
生
…
月
25
万
円
・
６
年

　
研
修
医
…
月
25
万
円
・
２
年

　
看
護
師
学
生
…
月
10
万
円
・
５
年

　
准
看
護
師
学
生
…
月
５
万
円
・
２
年

返
還
方
法　
返
還
は
、
貸
付
期
間
満
了

の
６
か
月
後
か
ら
の
開
始
で
、
貸
与
期

間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
奨
学
金
は
無
利
子
で
、
月
賦
、
年
賦
、

一
括
な
ど
か
ら
、
返
還
方
法
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
条
件
に
よ
り

一
定
期
間
の
返
還
猶
予
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

返
還
免
除　
貸
付
を
受
け
た
期
間
の
1.5

倍
の
期
間
、
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に

勤
務
し
た
場
合
は
、
奨
学
金
全
額
が
返

還
免
除
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
条
件
に

よ
り
奨
学
金
の
一
部
が
返
還
免
除
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　
保
健
課
に
あ
る
申
請
書
に

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
綱
や
申
請
書
は
、

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

消
防
・
防
災

法務大臣表彰
箕
み ま き

牧 智
と し ゆ き

之さんが受賞
　長年保護司を務められていた箕牧智之さん
が、５月に退任され、法務大臣表彰を受賞され
ました。
　箕牧さんは、18 年間にわたり罪を犯した人
の立ち直りを助けるための見守りや指導・面接・
相談支援などの活動に尽力されました。
　７月２日（火）、町長室を訪れ、受賞の報告
をされました。

写真 / 左から箕牧さん、箕野町長

地域コミュニティ活動の活性化へ向けて
大朝地域協議会 テントなどを整備　
　大朝地域協議会で、「かんたんてんと」10 張、

「キャスター付きポール」31本を整備されました。
　これは、（一財）自治総合センターが、宝く
じの社会貢献広報事業として、宝くじ受託事業
収入を財源に実施した「コミュニティ助成事業」
を活用したものです。
　この整備により、地域コミュニティ活動のさ
らなる活性化を推進していかれます。

写真 / 新たに整備した「かんたんてんと」
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町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
９
月
２
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
10
月
15
日（
火
）

貸
付
決
定　
提
出
書
類
の
審
査
と
面
接

の
結
果
に
よ
り
ま
す
。

問
保
健
課 

健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
歯
周
疾
患
検
診

　
歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
者（
今
年
度

中
に
40
・
50
・
60
・
70
歳
に
な
る
方
）

に
は
、
歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
、
成
人
期
の
歯
を
喪
失
す

る
最
大
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
周
病
は
全
身
の
疾
患
と
深
く
関
連
し
、

糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
、
歯
周

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
医
療
機
関

町
内
の
歯
科
医
院

費
用　
一
人
一
回
５
０
０
円

受
診
期
限　

令
和
2
年
3
月
末
ま
で

※
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課 

健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
児
童
扶
養
手
当 

現
況
届
の
提
出

  

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況
を
届

け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

年
に
一
度
の
状
況
報
告
に
よ
り
、
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
満
た
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
す
で
に
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
、
現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
載

の
う
え
、
添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
、
受

付
期
間
中
に
受
給
者
本
人
が
来
庁
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
30
日
（
金
）
ま
で　

　
　
　
　
　
　
（
土・日・祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所　
福
祉
課
・
各
支
所
住
民
係

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　

  

に
対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金

  

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
う
ち
、

未
婚
の
ひ
と
り
親
の
方
に
対
し
、臨
時・

特
別
の
措
置
と
し
て
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
額　
　
１
７
，
５
０
０
円

対
象
者　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方
が
対
象
で
す
。

□
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

　
受
け
る
父
ま
た
は
母

□
基
準
日
（
10
月
31
日
）
に
お
い
て
、

　
こ
れ
ま
で
に
婚
姻
（
法
律
婚
）
を
し

　
た
こ
と
が
な
い
方

□
基
準
日
（
10
月
31
日
）
に
お
い
て
、

　
事
実
婚
を
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
は

　
事
実
婚
の
相
手
方
の
生
死
が
明
ら
か

　
で
な
い
方

※
対
象
者
が
基
準
日
（
10
月
31
日
）
の

　

翌
日
以
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

　
そ
の
方
の
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と

　
な
る
お
子
さ
ん
に
給
付
金
を
支
給
し

　
ま
す
。

受
付
期
間
・
時
間

　
　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
福
祉
課
・
各
支
所
住
民
係

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　
障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

　
職
業
能
力
開
発
施
設
へ
の
通
所
が
困

難
な
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
に

対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
内
容　

　
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
在
宅
ワ
ー
ク
コ
ー
ス　

　
正
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
制
作
が
で
き

る
技
術
の
習
得
を
目
標
と
し
ま
す
。

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登

録
を
し
て
い
る
方
で
、
通
所
が
困
難
な

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

応
募
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

受
講
申
込
書
を
印
刷
し
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
可
部

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
11
月
1
日(

金)

ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

訓
練
期
間　
３
か
月
間（
9・12
月
開
始
）

受
講
費
用　
無
料　

※
但
し
教
科
書
代
で
３
，８
８
０
円（
税

　
別
）
と
ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
な
ど
整
備
費

　
用
３
，０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

問
広
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
訓
練
係

　
　
☎
０
８
２
‐
２
５
４
‐
１
７
６
６

　
町
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
９
月
定
期
）

　
町
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
の
９
月
募

集
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
建
設
課 
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生
活
・
環
境

産
業

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　



生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

都
市
管
理
係
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅　

　
志
路
原
団
地
（
豊
平
）

　
特
公
賃・上
市
団
地︻
世
帯
用
︼（
大
朝
）

受
付
期
間

　
　

  

９
月
２
日
（
月
）
～
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
（
土・日・祝
日
を
除
く
）

※
入
居
可
能
日
は
10
月
１
日
以
降
に
な

　
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

問
建
設
課 

都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所 

産
業
建
設
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所 

産
業
建
設
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所 

産
業
建
設
係
IP
☎
１
１
２
４

　
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権　

　

  

１
１
０
番
」
強
化
週
間
の
実
施

広
島
法
務
局
、
広
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、専
用
相
談
電
話「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
常
時
開
設

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の
解
決
を
支
援
す

る
た
め
で
す
。

８
月
29
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
の

７
日
間
は
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
で
す
。
受
付
時

間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

実
施
期
間　

　
８
月
29
日
（
木
）
～
９
月
４
日
（
水
）

受
付
時
間
　
　

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
土
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時　
　

電
話
番
号　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

     

☎
０フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

１
２
０
‐
０ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な

０
７
‐の

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

　
一
日
総
合
相
談
室
を
開
設
し
ま
す

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
、

行
政
機
関
や
司
法
書
士
な
ど
の
様
々
な

分
野
の
専
門
家
が
一
つ
の
会
場
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時（
受
付
は
12
時
30
分
ま
で
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

会
場　
役
場
本
庁
２
階
会
議
室

費
用　
無
料

問
総
務
課 

総
務
係
IP
☎
１
８
５
０

　

令
和
２
年
度
新
規
就
農　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
の
募
集

　
北
広
島
町
で
新
た
に
独
立
就
農
、
雇

用
就
農
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
て
、

新
規
就
農
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
研
修
期
間
は
原
則
２
年
間
と
し
、
先

進
農
家
、
集
落
法
人
、
研
修
施
設
な
ど

で
の
実
地
研
修
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　
研
修
期
間
中
は
、
研
修
資
金
が
交
付

さ
れ
、
円
滑
な
就
農
に
向
け
て
様
々
な

支
援
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
農
林

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
要
件

① 

北
広
島
町
に
定
住
し
、
新
た
に
専
業

農
家
と
し
て
独
立
就
農
な
ど
を
希
望

す
る
方

② 

原
則
20
歳
以
上
39
歳
以
下
の
方

③ 

就
農
に
必
要
な
一
定
の
資
金
を
有
す

る
方
な
ど

募
集
定
員　
２
人

（
書
類
・
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
）

募
集
期
間

　
９
月
２
日
（
月
）
～
11
月
29
日
（
金
）

※ 

研
修
へ
の
申
し
込
み
前
に
短
期
体
験

研
修
も
で
き
ま
す
。

問
農
林
課 

農
業
振
興
係
IP
☎
１
８
５
７

　花田 舞太郎が「ゆるキャラ Ⓡグランプリ2019」
にエントリーしています。１日１回、インターネット
で投票できますので、投票をお願いします。

投票期間
10 月 25 日（金）

午後６時まで
問商工観光課 観光振興係　IP☎０５０－５８１２－８０８０

投票お願いするモ～
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看護師・准看護師
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会 北広島病院
立川医院
（医）法人至誠会 市頭眼科医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの
特別養護老人ホーム やまゆり

小売店販売員など
Life shop かわすみ
ａｕショップ 北広島店

事務員など
（株）西部興産
（株）下岡タイヤ産業
（株）ショウワコーポレーション
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
豊平建設（株）
（有）ハナキ保険企画

営業事務
福山通運（株） 広島北支店

営業・販売
テクノレイク（株）
喜楽鉱業（株）広島総合工場
たびーと ホープバス協同組合
（有）ハナキ保険企画
（株）直方建材　広島店

土木建築作業員・設備作業員など
（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所
（有）千代田電機サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン
豊平建設（株）
桑本建材（株）
（株）服部組
（有）溝田組
千代田建設（株）
（株）千代田工務店

現場・重機オペレーター
（有）溝田組
（株）西部興産

接客業務など
（株）広島北ホテル

調理人
（株）広島北ホテル
（株）誠企画
益水興産（有）

食品製造など
丸二（株）

広島協同乳業（株）
製造作業員（工場作業など）

（株）大田鋳造所 千代田事業所
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）
（株）サステック
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
（株）ハタヤデザイン
（株）カセイ
北広島エコファクトリー 西日本リネンサプライ（株）
広島精密工業（株）氏神工場
エーエスレジン（株）
ブリヂストンタイヤサービス西日本（株）中国支社
（有）木下鉄工所
（株）ショウワコーポレーション
中国木材（株）
津久田工業（株）
三越鉄工
広浜（株）
神戸板金工業（株）広島クリエイトファクトリー

技術前処理係
喜楽鉱業（株）広島総合工場

工場内施設管理
広島協同乳業（株）

水道施設維持管理
（株）ジェイ・チーム 芸北事務所

産業廃棄物処分作業員
（株）輝陽

運転手（トラック・機械・バス・タクシーなど）
福山通運（株）広島北支店
喜楽鉱業（株）広島総合工場
（有）大朝交通
ちよだタクシー（株）
北広島タクシー
（株）下岡タイヤ産業
（株）竹下建設
（有）ダイケン
（有）豊平交通
桑本建材（株）
今井運送（株）
出水運輸センター（株）広島営業所

自動車技術（自動車整備）
車検の速太郎　千代田店

自動車検査員
車検の速太郎　千代田店

農業
（有）千代田ファーム

農産物の管理・接客
豊平建設（株） 豊平どんぐり農園

スポーツ
大朝まちづくり（有）

倉庫作業
（株）ショウワコーポレーション

工事・清掃
三次電工（株）北広島出張所

正社員の募集

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
（医）社団せがわ会 千代田病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
立川医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ
グループホーム・デイサービス　きららの里
社会福祉法人　三矢会
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
北広島町社会福祉協議会
（医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
（医）社団せがわ会　千代田病院
（有）サカコーポレーション

小売店販売員など
Life shop かわすみ
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫
（株）フレスタ　サンクス店
メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫
（株）ザグザグ（ドラッグストア ザグザグ千代田店）
ローソン千代田インター店
メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ　北広島店
ローソン北広島町　蔵迫店
alzo 千代田店（アルゾ ちよだてん）

事務員など
福山通運（株）広島北支店
テクノレイク（株）
車検の速太郎　千代田店
（株）ハタヤデザイン
エコートレーディング（株）広島支店
（株）西部興産
（株）インプレックス
ヤマト運輸（株）広島千代田センター
広島北部農業協同組合
(有）ハナキ保険企画

フロント受付業務
千代田ゴルフ倶楽部

土木作業員など
（有）ビーエム

接客・調理補助など
千代田ゴルフ倶楽部
（有）新見仕出し店
（株）サルボ両備　寒曳売店
（株）フレスタ　サンクス店
芸北文化ランド
（株）むさし
（株）どんぐり村
（株）広島北ホテル
ゆず庵
お好み焼き 三八 松浦
（株）バルコム（長笹 樂山）
（株）亀の家（アザレア千代田）
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
（医）社団せがわ会　千代田病院
（株）誠企画
へんぽこ茶屋
エームサービスジャパン（株） やまびこ広島事業所
大新東ヒューマンサービス（株）広島営業所
グリーンホスピタリティフードマネジメント（株）

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場
（株）フレスタ サンクス店
（株）インプレックス

農産物検査員
（有）あすなろ

製造作業員（工場作業）
（株）キャリアメイク
（株）セイユー
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
オオアサ電子（株）
（株）ハタヤデザイン
（株）サルツ
テクノレイク（株）
（株）カセイ
（株）やまびこ　広島事業所
日本機電西日本販売（株） 千代田センター
（株）クリエイト
（株）ダスキンプロダクト中四国
（株）MINING（まいにんぐ）
（株）ホットスタッフ広島
（有）千代田ハーネス
（株）インプレックス
広浜（株）
（株）ヒロマイト 千代田工場

排水処理場管理業務
広島イーグル（株）

郵便配達員
郵便局  千代田・豊平・大朝・芸北

運転手（マイクロバス）
大新東（株）広島営業所

運転手（フォークリフト）
（株）インプレックス

検品・仕分け・梱包作業
姫路合同貨物自動車（株）ジュンテンドー芸北配送センター
（株）Kouei　Chemical（こうえい　けみかる）

倉庫作業など
エコートレーディング（株）広島支店

業務員
福山通運（株）広島北支店
ヤマト運輸（株）広島千代田センター

清掃
サマンサジャパン（株）
（有）ホームクリーン
三次電工（株）北広島出張所
（株）広島北ホテル
（株）ビークルーエッセ広島支店

キャディ
千代田ゴルフ倶楽部

警備員
（株）タック
（株）ニットー 三次営業所

農業
（有）千代田ファーム
中原ファーム

農産物の管理・接客
豊平建設（株） 豊平どんぐり農園

美容業
Appreciate（あぷりしぇいと）

保育士
北広島町役場福祉課
蔵迫保育所

保育士＋保育補助
蔵迫保育所

移動販売
（株）誠企画

学校給食調理員
北広島町教育委員会 学校教育課

ガソリンスタンドスタッフ
広島北部農業協同組合
（株）中央興業

プール監視員
（一財）どんぐり財団

パートの募集
人情報コーナー求 令和元年

８月１日現在 

問 北広島町求人情報センター（企画課 定住推進係内） 
    IP☎ ０５０－５８１２－１８５６

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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ドライブレコーダーの映像は
定期的に確認！

Stop
費者トラブル消

事例１
　ドライブレコーダー
を取り付けたが、ＳＤ
カードの不良で映像が
録画されていなかった。

（70歳代　男性）

事例２
　自動車を運転中、交差点で対向車と衝突した。
後日確認したところ、ドライブレコーダーに録
画されているはずの映像が記録されていなかっ
た。（60歳代　男性）

≪ひとこと助言≫　
●相談事例では、事故やトラブルの時に確認し
　た際、初めて映像が記録されていないことに
　気がついたという例が多く見られました。

●データを記録するＳＤカードの異常により、
　映像が記録されていないケースがあります。
　SD カードは定期的に初期化（フォーマット）
　する必要があります。
　また、繰り返し使用し、劣化していく消耗品
　なので定期的に確認しましょう。

（参考：見守り新鮮情報　第 339 号）

［７月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,638 人 （8 減）

    転　入 71 人

    転　出 65 人

　 出　生 8 人

　 死　亡 22 人

    世帯数 8,605 世帯 （10 増）

●町県民税［�2 期�］
●国民健康保険税［�2 期�］
●後期高齢者医療保険料［�2 期�］

●固定資産税［�3 期�］
●国民健康保険税［�3 期�］
●後期高齢者医療保険料［�3 期�］

 9月 2日（月）

 9月 30日（月）

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町消費生活相談室
　☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

問�広島県生活センター�
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問�北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

>>> Editor's postscript 編集後記

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Population 人口と世帯

　今年５月末に公開された映画『長いお別れ』。
認知症をテーマにした、作家 中島 京子さんの同
名小説を原作とした作品で、『湯を沸かすほどの
熱い愛』の中野 量太さんの監督作品です。
　中学校校長を定年退職した厳格な父。母が、久
しぶりに帰省した二人の娘たちに、父が認知症に
なったと伝えるところからこの物語は始まります。
　さて、今月号の巻頭では、世界アルツハイマー
デーに合わせて、認知症について取材しました。
協力してくださった宮本さん、小川さんから「認
知症でも、その人らしさはなくならない」という
話を伺い、この映画のことを思い出しました。
　認知症で少しずつ記憶が遠くなる父と、介護を
通じて、昔の父の姿を思い出していく娘たち。会
話にはならなくても、ふとした仕草や、触れた手
のひらの優しさに感じる父らしさ…。
　映画のようにはうまくいかないとは思いますが、
人と接するとき、その人らしさを認め、いいとこ
ろを見つけることから始めよう、と思いました。
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.38

【入選】「満月の炎祭り」　〔撮影場所：芸北地域〕
︻
第
13
回︵
平
成
30
年
︶入
選
︼

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
撮
影
者　
平ひ
ら
も
と本 

元は
じ
めさ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
広
島
市
安
佐
南
区
︶

　
乙お
と
く
ん
ち

九
日
炎
の
祭
典
は
、
太
陽
が
沈
む
頃
、
5
キ
ロ

に
及
ぶ
松た
い
ま
つ明
ロ
ー
ド
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
鎧よ
ろ
い姿
の
武

者
を
先
頭
に
、
一
般
の
方
々
も
参
加
し
て
松
明
行
列

を
作
っ
て
練
り
歩
く
様
子
は
圧
巻
で
し
た
。

　
今
ま
で
は
鎧
姿
の
武
者
を
中
心
に
撮
影
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
一
般
参
加
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
撮
影
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
日
は
幸
運
に
も
、

空
に
は
満
月
が
輝
き
、人
々
の
顔
は
炎
に
照
ら
さ
れ
、

祭
り
を
よ
り
幻
想
的
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
退
職
し
て
か
ら
写
真
を
始
め
、
８
年
目
に
な

り
ま
す
。
写
真
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
県
内
を
中
心
に
中

国
５
県
に
わ
た
る
名
所
旧
跡
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

撮
影
し
て
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
撮
れ

な
い
な
か
で
、
こ
の
賞
を
頂
い
た
こ
と
は
大
変
光
栄

な
こ
と
で
あ
り
、自
分
自
身
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
広
島
町
は
四
季
折
々
の
自
然
や
祭
り
な
ど
、
魅

力
あ
る
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
撮
影
を
楽
し
む
つ
も
り
で
す
。


